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はじめに（自分が3年目の頃）

自分の仕事は一通りできるようになった気がするけど、
保健師として成長できているのか？

事業担当（1年）
↓

ケースワーク＠地区担当（2年目）



事業や業務内容の根拠をきちんと確認する

数字で見えない住民や関係者の声を聴く

「こうだったらいいのにな」の「なぜ」そう思うのか考える

日々
実践して
いること

今だから思う3年目保健師のココ



では 本題です



創造育成研修に参加したのは

○地域課題に即した効果的な事業を立案するってどういこと？？

○キャリアラダー（そろそろそんな能力が必要・・・）
２－１．地域診断・地区活動→施策の企画・立案

２－３．ケアシステムの構築→システムの構築について施策立案できる

３－１．事業化・施策化→保健計画等の策定に参画することができる

５－１．ＰＤＣＡサイクルに基づく事業・施策評価→新たな事業・施策の企画立案

○上司からのススメ（断るのは難しそう）



研修内容をふりかえって
【令和6年健康福祉研究発表会資料より引用】



母子保健に注目！ 地域の健康課題は？

【令和6年健康福祉研究発表会資料より引用】



アセスメント（既存事業を評価、データ分析）

データを収集、分析しただけで
は、地域の優先順位は判断しに
くい

個別支援をしている中で
課題に気づく

【令和6年健康福祉研究発表会資料より引用】



アセスメント（データ上の課題と現場のニーズ）

保健師は現場で日々活動している
（場所や対象が違えば、優先順位も
保健課題もかわる）

現場の声や細かなニーズを把握する
手段がある

【令和6年健康福祉研究発表会資料より引用】



アセスメント（インタビューの分析）

「アンケートの回答率が低い」
→妊婦の支援をするうえで現場ではあまり課題ではない

フォローするための保健活動が行われていた

「アンケートの回答率が低い」
→妊婦の支援をするうえで現場ではあまり課題ではない

フォローするための保健活動が行われていた

「もっと、こうしてほしい」声
→事業の改善点や取り組む優先順位が明らかに

「もっと、こうしてほしい」声
→事業の改善点や取り組む優先順位が明らかに

個別支援から考えられることを集約することで、
地域の対策となり、より多くの健康課題へ貢献したり、社会資源を活用できる

数字の分析や評価で見えることと、
現場の困りごとはちがうこともある

現場での方法論や対応から、
あらたな取り組みがみえる

数字的な根拠説明やエビデンスが乏しい
ものでも、実際の現場の声は根拠になる

【令和6年健康福祉研究発表会資料より引用】



保健活動の範囲で対応できるか

保健事業だけでは解決できないものはどうするか

事業の課題（周知方法・システム）なのか、市民の健康課題か

新たに取り組む必要があるか、既存のシステム（事業）を使えるか

課題の整理と優先順位



健康課題へ介入方法の選定
【令和6年健康福祉研究発表会資料より引用】



現状：個々のケース対応
保健師間の事例の共有

今後：市全体での対応・対策
の必要性

健康課題へ介入方法の選定
【令和6年健康福祉研究発表会資料より引用】



施策化って・・
現場で見つけた課題や、効果的な取組みを一時的なもので終わらせず、
仕組化する
＝（人が変わっても）組織的・継続的に行える

【創造育成研修】で学んだこと

地域の健康
課題

行政保健師 まちづくり
（地域づくり）



• 国や県、市の計画との整合性
• 健康課題の重要性や将来性
• ニーズの優先度
• 保健分野とそれ以外の分野での
取り組み
• 政策による影響
（市民、企業、行政、医療機関）

【創造育成研修】で学んだこと

保健師
住民
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事業や業務内容の根拠をきちんと確認する

数字で見えない住民や関係者の声を聴く

「こうだったらいいのにな」の「なぜ」そう思うのか考える

まとめ

保健師
としての
成長

地域づくりのはじまり・現場の根拠
保健師ならではの情報収集

課題の発見・施策のアイディア

住民・関係者への説得力や施策の優先順位の決め手

＋α 日ごろから発信・発言・マネージメントできること



ご清聴ありがとうございました


